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自らの存在するこの世界を、空間的・平面的な広がりの中でどう把握するか６これが

地理思想のひとつの課題であり、そこで提示されたものが地理的世界観である。

伝統的中国において、地理的世界観を構成する大きな要素のひとつに「華一夷観念」

があった。漢民族を、世界の中心に位置するもの、唯一文明的なものとみなし、異民族

を周辺に位置するもの、非文明的なものとするこの観念は、古い歴史を持つものと考え

られる。しかし、これが理論化され、中国に定着したのは、その文明的なものの実体と

して儒教を選択し、現実に前後400年間に亙って中国を統治し続けた「漢王朝」におい

てであろう。

しかし、「漢王朝」を受けたいわゆる「魏晋南北朝」の分裂の400年間において、この

｢華一夷観念」とそれに基づく地理的世界観は大きく揺さ振られることとなった。中国

・世界は南北の二つに分断され、世界を統一する要であった皇帝が、同時に複数並立する

こととなる。しかもそれまで「中華」の中心が位置していた「中原」は、異民族の支配

下に入る。その一方、「中華」を担ってきた人々の多くは、かつては「辺境」の地とさ

れていた長江流域に移り住むことを余儀なくされる。こうした政治世界における変動は、

｢華」文明の文化と異民族文化との衝突・融合をもたらす一方、「華一夷観念」の混乱動

揺を引き起こした。さらに、「皇帝を頂点に頂く政治世界」とは異なった世界観を有す

る「仏教」が、中国社会の各階層に浸透し、中国人たちの精神構造に大きな変化をもた

らしてくるのもこの時期のことである。こうなれば、「漢王朝」において形成されてい

た「統一的」で「全体的」な地理的世界観も、当然見直しを迫られることとなる。即ち、

｢中央への集中」から「地方への分散」へ、「統一指向」から「分立指向」へ力疋の時代

の特徴とされるわけである。

魏晋南北朝期においては、上記のような世界観の変化にともない、地理書の著述にお

いても特徴的な現象が起こる。それは、一つの地方についての記述を目的とする「地方

志」や出身地別の名士伝などの、「地方」をコンセプトにした著作が数多く作られてい

ることである。これは、実際に各地方における物的・人的蓄積が高まっており、地方の

自意識とでもいうべきものが形成されていったことと軌を－にするものである。それゆ

え、こうした「地方志」の研究は、歴史地理学の分野のみならず、広く思想史や文学史

などとの関わりのなかで考えられるべきものであろう。

さて、そうした性格を持つ魏晋南北朝期の「地方志」だが、実際にはそのほとんどが
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散逸しており、十分な検討を加えられる状況にない。それゆえ先ず、「地方志」の本文
を蒐集し確定するという、基礎的な作業から始めなければならない。この仕事はすでに
清朝の学者によりある程度なされており、その集大成として王謨の『漢唐地理書妙』が
ある。魏晋南北朝期の地方志や地理書を扱うにあたっては、この輯本を出発点としてゆ
かなければならない｡しかし残念なことに、この本は諸般の事情により一部分が刊行さ
れたにとどまり、多くの部分が目録を残すのみで本文部分は散逸してしまっている。
…本稿の著者は、上記の立場に立ち、魏晋南北朝期の「地方志」を思想史の大きな流れ
のなかで捉え､当該時期の地理思想・地理的世界観を思想史的に検討するべく努めてき
た。そして､i魏晋南北朝期の地方志を研究するための基礎作業として、王謨の『漢唐地
理書妙」に倣った地理書の輯本の作成が、不可欠であるとの認識を深めるに至った。そ
こでこの度、1993.1994年度の二年間にわたって、文部省科学研究費一般研究（Ｃ）題
目「魏晋南北朝期の地理書の思想史的研究一「華陽国志」などの地方志を中心として」
の交付を受けることができたたため、ここにその成果報告の一部として、「漢唐地理書
目（稿）その１￣「起漢至唐諸州地理書記」篇一」を公開するものである。

Ｉ研究組織

研究代表者：薄井俊二（埼玉大学教育学部助教授）

研究経費

１９９３年度

１９９４年度

１，０００千円

５００千円

計 １，５００千円

－２－



研究発表

（１）学会誌等

薄井俊二：「曹操の楽府詩「歩出夏門行」について」（『町田三郎教授退官記念中国思想

史論叢』、1995年３月）

薄井俊二：「漢の文帝について－皇帝としての権威確立問題、及び対甸奴問題をめぐっ

て－」（｢埼玉大学紀要（教育学部)」人文社会科学篇、第44巻第１号、

1995年３月）

薄井俊二：「封禅儀記訳注稿」（『中国水利史研究会創立30周年記念論文集』、1995年３

月）…「発表予定」

Ｉ
Ⅲ

１
１
Ｉ
１

Ｃ

研究成果

ｄ
ｎ
－
‐
Ⅲ
咀
抽

｢漢唐地理書目(稿）その１－「起漢至唐諸州地理書記」篇一」
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目 次

はしがき (１）

｢漢唐地理書目(稿）そのＩ ｢起漢至唐諸州地理書記」 篇一」 (５）

凡例

漢唐地理書目(稿）本文トー

－「起漢至唐諸州地理書記」

（６）

(10）●■●勺

篇

[０１］ｉ可北山西

[０２］山東

[０３］河南

[０４］両江

[０５］漸悶

[０６］湖南北

[０７］映甘

[０８］広東西

[０９］四川雲南

[１０］江西

(10）

(14）

(15）

(16）

(21）

(22）

(34）

(38）

(45）

(48）

ｅ

書名索引
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(54）
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凡例

一、本稿は、漢代から唐代に至る間に作られたとされる「地理書」のうち、「州」を範

囲として著述された「某州記」の名を冠する資料を集めて､それらの目録として作成し
たものである。

一、本目録の構成は、王謨の『漢唐地理書妙』を参考にし、若干の補足訂正を加えるこ

ととする。

即ち、目録全体の構成としては、同書の嘉慶十六年（1811）の凡例に付された目録

(以下「初本目録」と略称）が、それぞれの資料の内容に基づく「十二門類」に分類し

ているものに従うこととする。ちなみに、「州」を著述の範囲とする地理書を扱う本稿

においては、同書の「漢魏詑唐諸州地理書記」の部分に収録されている資料を中心とし

て目録を作成する。

なお、「初本目録」の構成と収録資料数は次の通り。

●

く漢唐地理書妙初本目録〉

天文星野及五帝三王地理書記－４５種

起秦漢詑陦唐歴朝地理書記－３５種

漢魏詑唐諸州地理讓日－４５種

漢魏詑唐諸郡國地理書記－１７２種

五岳四涜及諸名山川書記－５６種

歴代都邑宮關寺廟書記－１８種

聖賢嘘墓神仙洞府書記－２０種

各方故事遺聞稗雑書記－２８種

行役征途經渉地理書記－２６種

四商外國地理書記－３５種

諸州郡先賢耆薑仙眞傳－４１種

各州郡士産異物及本草道地書記－２３種

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１

●

｢十二門劇それぞれの内部構成については、地域ごとにまとめることとし、 ｢初本、１１－－０Jﾌ再防ｑＪＬ勺･～刊Ｕ－ｒコロ1ＪⅥＷＺｊＫ`ｖ－－ｖ、ＬＵ＆、少U2醤《－こ-W～エニＣｕ･(－ここし、１１リルp、

目録」出版後に出された「重訂漢唐地理書妙」の目録（以下「重訂本目録」と略称）に

－６－



Ⅱ

おける十区画区分に従う。

なお、「重訂本目録」の構成と収録資料数は次の通りであるが、（第三冊）（第四冊）

部分が地域ごとの分類になっており、本稿では、「河北山西（重訂本目録では「直隷山

西」とする)」を［０１］とし、以下［１０］の「江西」までの十部構成とする。

ｊ録目
目

》》》》》》》》》》雷》櫻 目

目
目
書

蝿
珊
》
棚
鰄
刑
馴
蝿
聯
砺
縦
酬
鰍
脱
露
雌
醐

第
文
第
秦
第
１
２
３
４
５
第
６
７
８
９
０

く
天
く
起
く
０
０
０
０
０
く
０
０
０
０
１

－３６種

－３３種

１
１

種
種
種
種
種

４
３
３
７
３

３
１
２
４
２

’
｜
’
｜
’

－４０種

－２３種

－２７種

－２９種

－３５種

Ｉ

－、収録資料のそれぞれには、六桁の整理番号を付すが、それぞれの意味するところは

次の通りである匹

初めの二桁の番号は、「初本目録」における「十二門類」を示す。本稿は「起漢至唐

諸州地理書記」なので、それに相当する［０３］がつくことになる。

次の二桁の番号は、記述されている地域を示す。それぞれの番号と地域の対応は、上

記凡例に記した「重訂本目録」による。

最後の二桁の番号は、それぞれのカテゴリーの内部における通し番号である。

－７－

。l･･１－ⅡＩＤ
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「河北山西」を示す

↑…

〉０３０１０１翼州図経

↓↓

↓「通し番号」

↓

↓

〈例

｡､

｢起漢至唐諸州地理書記」を示す

一、１件について、以下の各項目の情報を付す。

〈１〉書名

引用されている資料により書名が異なるものについては、適宜注記した。
〈２〉著者

作者の伝記資料などについても注記した。

〈３〉成書年代

〈２〉〈３＞については、〈７〉の先行研究を参照した。
〈４〉正史経籍志等への登録

検討した正史は次の通り。

。「晴書経籍志」…「階志」と略称。；

・「１日唐書経籍志」…「旧唐志」と略称｡

．「新唐書芸文志」…「新唐志」と略称。

〈５〉逸文所収資料

主なものと略称は次の通り。

「春秋左氏伝・正義」「広韻・注」

「史記・三家注」「漢書・顔師古注（注と略称)」「後漢書・李賢注（注と略称)」
「続漢書志。劉昭注（注と略称)」「三国志・斐松之注（注と略称)」
「水経注」「元和郡県志」「太平震宇記」「通典」

「斉民要術」

「文選・李善注」「世説新語・劉孝標注（注と略称)」

「芸文類聚」「北堂書妙」「初学記」「太平御覧」

同一書の同じ巻に複数収録されている場合は、（）で件数を記した。

また、異名もしくは同一書の誤りと思われるもの、著者名を記さないが明らか

－８－



に当該資料と思われるものは、＊印を記し、＊［荊州記］のごとく別記した。

<６〉輯逸本

主なものと略称は次の通り。

｡「重修説郛」（元陶宗儀輯編、明陶挺重輯、順治刊本)。

・張樹「二酉堂叢書」（｢叢書集成」所収）

・伍元薇「嶺南遺書」（｢叢書集成」所収）

･王謨「漢唐地理書妙」（中華書局、1961年）…「現行本地理書妙」と略称

・陳運溶「麓山精舎輯本」（中華書局版「漢唐地理書妙」に併録）

・王仁俊「玉函山房輯扶書補編」（上海古籍出版社、1989年）

・朱祖延「北魏扶書考」（中州古籍出版社、1985年）

<７＞言及論文など

、章宗源「陦書経籍志考証」（｢二十五史補篇」第四冊所収）…「章陦志考証」と

略称。

、桃振宗「晴書経籍志考証」（｢二十五史補篇」第四冊所収）…「桃晴志考証」と

略称。

、文廷式「補晋書芸文志」（｢二十五史補篇」第三冊所収）…「文補晋志」と略称。

、青山定雄「六朝時代の地方志について－撰者とその内容一」（｢東方学報東京｣、

12-3.13-1,1941-42）…「青山六朝地方志」と略称。

<８〉備考．

、漢字表記は、原則としていわゆる「新体字」を用いた。

、巻末に、書名索引を付した。

－９－
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<起漢至唐諸州地理書記〉 篇

[０１］河北山西

０３０１０１

〈１〉翼州図経

く２〉不詳

〈３〉不詳

く４〉「隔吉・地理」作［翼州図経一巻］

〈５〉「太平御覧」巻45地部（７）６巻64地部。巻161,巻163州郡部。
＊［翼州図］

「太平震宇記」（46)。

<６〉「現行本地理書妙（抄本)」

<７〉「章晴志考証」「桃階志考証」

<８〉

リ
ー
Ｉ
－
Ｐ
－
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
ｉ
０
Ｄ
－
１
ｌ
Ｄ
Ｄ
０
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
〃
ｄ
０
．
Ｆ
Ｌ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
Ⅱ
０
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
９
０
１
‐
Ｉ
Ｐ
Ｂ
ｐ
・
▲
■
〒
，
－
０
１
日
ザ

０３０１０２

(1)盧植翼州風土記

く２〉盧植：後漢書巻64盧植伝

く３〉後漢

く４〉なし

く５〉「太平震宇記」巻63河北道。

「太平御覧」巻161州郡部。

<６〉なし

く７〉「章晴志考証」

<８〉池田秀三「盧植とその「礼記解話』（上)」旭山盃＝｜魔植とその「礼記解詰」（上)」（｢京都大学文学部研究紀要」

平成２年３月）は、「本書が盧植の真作かどうか疑わしい」とする。
第２９号、

０３０１０３

－１０－



<１〉

<２〉

<３〉

<４〉

<５〉

<６〉

<７〉

<８〉

斐秀翼州記

斐秀：三国志巻23斐潜伝附斐秀条。晋書巻35斐秀伝

晋

なし

「史記．索隠」巻28封禅書・

なし

「章晴志考証」「文補晋志」「青山六朝地方志」

０３０１０４

〈１〉喬潭翼州記

く２〉喬潭

〈３〉不詳

く４〉なし

く５〉「北堂書妙」巻６５設官部。

〈６〉なし

く７〉「章陪志考証」「文補晋志」

〈８〉太平御覧巻247所引『筍緯翼州記』

「新唐書・巻194卓行伝元徳秀条」

いて「潭字源、梁人。以文伝後」

の記事は、北堂書鋏巻65所引の本書と同じ。

に、玄宗のころ、元徳秀の弟子に「喬潭」

とある。この喬潭と同じかどうかは不明。

が

０３０１０５

〈１〉筍緯翼州記

く２〉筍緯：晋書巻39筍勧伝附萄緯条

く３〉晋

〈４〉なし

く５〉「三国志・注」巻９夏侯尚伝。巻12崔瑛伝。巻19陳思王植伝。巻23斐潜伝。巻２６

牽招伝。

「文選・李善注」巻40沈休文奏弾王源（２）。

「世説新語・注」徳行第一。言語第二（２）。賞誉第八。品藻第九。
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Ｉ 7０

「太平御覧」巻２４７職官部。

なし

「章階志考証」「文補晋志」

｢初本目録」は、本書を「諸州郡先賢耆蕾仙眞傳」に収録する。しかし、他の
｢某州記」の類のほとんどが「起漢至唐諸州地理書記」に収録されているのに従

く６〉

<７〉

<８〉

い、ここに置く。

０３０１０６

〈１〉盧続翼州論

く２〉盧銃：三国志巻22盧続伝

く３〉後漢

く４〉なし

く５〉「芸文類聚」巻69服飾部。巻87葉部。

「初学記」巻８州郡部（２）。

「太平御覧」巻709服用部。巻819布帛部。巻839,巻840百穀部。巻964,巻965,
巻968,巻969果部。

<６〉なし

く７〉なし〈

く８》～
’＝

了一

０３０１０７

〈１〉井州図経

く２〉不詳

く３〉不詳

く４〉なし

く５〉「太平御覧」巻163州郡部。……７

<６〉「現行本地理書紗（抄本)」

<７〉なし

く８〉「現行本地理書妙（抄本)」が「井州図経」として引用する１条は、「太平御覧」
には「階図経」とある６

－１２－
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３０１０８

１〉井州記

2〉不詳

3〉不詳

4〉なし

5〉「太平

6〉「現行

7〉なし

０
く
く
く
く
く
く
く

なし

｢太平御覧」巻45地部。

「現行本地理書妙（抄本)」

8〉
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０３］河南

３０３０１

１〉劉澄之豫州記

2〉劉澄之：宋書巻51宗室伝附営浦侯遵考伝：遵考の子

3〉宋～斉

4〉なし

5〉「初学記」巻７地部（２）。

「太平御覧」巻66地部（２）。

6〉なし

7〉「章晴志考証」

8〉

３０３０２

１〉中州記

2〉不詳

3〉晋

4〉なし，T－

５〉「水経注」巻16穀水注。

「太平御覧」巻955？

6〉なし

7〉「文補晋志」

8〉

O■●
UD
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[０４］両江

０３０４０１

〈１〉楊曄徐州記

〈２〉楊曄：（｢太平御覧」作［楊華]、「同．図書綱目」作［陽曄]）
く３〉六朝頃：（｢青山六朝地方志」による）

<４〉なし

く５〉「太平御覧」巻42地部。

<６〉なし

く７〉「青山六朝地方志」

<８〉

f

j

U

、

０３０４０２

〈１〉劉芳徐地録

く２〉劉芳：魏書巻55劉芳伝、北史巻42劉芳伝

く３〉北魏

〈４〉「旧唐志・地理」作［徐地録－巻・劉芳撰］

「新唐志・地理」作［劉芳徐地録一巻］

「魏書劉芳伝」作［徐州人地録二十巻］

<５〉

＊［劉芳徐州記］

「太平簑宇記」巻1５（２）、巻23河南道。

<６〉「北魏扶書考」

<７〉「章晴志考証｣「文補晋志」

<８〉「北魏快書考」は、「本書の元の名は［徐州

●

｡■d
ﾕョ

｜北魏伏曹考」は、｜本書の元の名は［徐州人地録］で、後の人が［徐地録］

簡称し、さらに［徐州記］と誰称するに至ったのではないか」とする。

と

０３０４０３

〈１〉徐州記

く２〉

－１６－



Ｉ
<３〉

<４〉

<５〉「史記・正義」巻57周勃世家。

「北堂書妙」巻102芸文部。

<６〉

<７〉

<８〉「北魏扶害者」は０３０４０２に入れるが、同宅

今ここに別置する。

の書が０３０４０１にあるので、

０３０４０４

〈１〉劉成国徐州地理志

く２〉劉成国

く３〉不詳

く４〉なし

く５〉「水経注」巻８済水注。

〈６〉なし

く７〉なし

く８〉
●

０３０４０５

〈１〉山謙之南徐州記

く２〉山謙之：宋書自叙に記述あり

く３〉劉宋：（｢青山六朝地方志」による）

〈４〉「晴志・地理」作［南徐州記二巻・山謙之撰］

「１日唐志・地理」作［南徐州記二巻・山謙之撰］

「新唐志・地理」作［山謙之南徐州記二巻］

〈５〉「文選・李善注」巻34七発。巻37求自試表。

「芸文類聚」巻８山部。

「初学記」巻５，巻６地部○巻30鱗介部。

「太平御覧」巻46地部（５）。
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[南徐州記］

「世説新語・注」捷悟第十一。排調第二十五。

「北堂書妙」巻158地部。

「太平御覧」巻46,巻66地部。

なし

「章陪志考証」「挑階志考証」「青山六朝地方志」
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０３０４０６

〈１〉筍緯党州記

く２〉筍緯：０３０１０８参照

く３〉０３０１０８参照

く４〉なし

く５〉「三国志・注」巻16杜畿伝。巻28鍾会伝。

「世説新語・注」文学第四。品藻第九。

「芸文類聚」巻48職宮部。

「北堂書妙」巻58設官部。巻127衣冠部。

「初学記」巻12職宮部。

「太平御覧」巻221職宮部。

<６〉なし

く７〉「章晴志考証」

<８〉

０３０４０７

〈１〉院翌之南党州記

く２〉院罪之：（｢重訂本目録」作［院昇之]、〈ｚ〉lｳIi弾Ｚ：（|重訂本目録」作［院昇之]、「新唐志」作［院鉄之]）
<３〉不詳

〈４〉「新唐志・地理」作［院絞之南党州記一巻］

<５〉

＊［院昇之南寛州記］
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「太平震宇記」准南道（２）。

院昇之記」

「太平震宇記」河南道。准南道。

「太平御覧」巻43地部。

なし

「章晴志考証」

４０８

南寛州記

、３０

｢初学記」巻８州郡部。

｢太平御覧」巻43地部。巻169州郡部（２）。

０３０４０５と０３０４０６に同一書名があるので、ここに別置する。

４０９

劉澄之揚州記

劉澄之：０３０３０１参照

０３０３０１参照

なし

「北堂書紗」巻158地部。

「初学記」巻６，巻７地部。

「太平御覧」巻８天部。巻66地部。

なし

「章階志考証」．

Ｄ３Ｃ
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〈１〉場州記

く2〉

〈３〉

<４〉

<５〉「世説新語・注」言語第二。

「初学記」巻７地部。

<６〉

<７〉「文補晋志」「青山六朝地方志」

<8〉「文補晋志」と「青山六朝地方志」が「揚州記」として収録するのに従い別置す
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[０６］湖南北

０３０６０１

〈１〉盛宏之荊州記

く２〉盛宏之：（｢階志」作［盛弘之]）

〈３〉劉宋

〈４〉「階志・地理」作［荊州記三巻・宋臨川王侍郎盛弘之撰］

〈５〉「史記・正義」巻６秦始皇本紀。巻４１越王句践世家。

「後漢書・注」巻86南蛮西南夷列伝。

「水経注」巻28汚水注。巻31清水注。巻32沮水注。夏水注。巻34江水注。巻36温

水注｡巻37夷水性。

「太平震宇記」巻146（３）、巻147（３）、巻148山南道。

「斉民要術」巻10。

「文選・李善注」巻11王仲宣登楼賦（３）、巻12郭景純江賦（３）、巻13宋玉風賦、

謝恵連雪賦、巻23王仲宣贈士孫文始、巻27顔延年始安郡還都與張湘州登巴陵城楼

作（２）、江文通望荊山、巻30謝霊運擬魏太子鄭中集八首、巻35張景明七命、巻

56曹子建王仲宣課。

「芸文類聚」巻２天部。巻６（２）地部。巻７（７）、巻８（２）山部。

巻９（５）水部。巻17人部。巻40礼部。巻63,巻6４（２）居処部。巻81薬香草部。

巻8９（２）木部。巻91,巻92鳥部。巻9７（２）鱗介部。

「北堂書妙」巻106楽部。巻124武功部。巻158（11）地部。

「初学記」巻２天部。巻５（３）、巻６（２）、巻７（８）地部。巻15,16楽部。

巻21文部（２）。巻24居処部。巻30鳥部。

「太平御覧」巻９（２）、巻1１（２）、巻13天部。巻2２（２）、巻26時序部。巻39,

巻41,巻42,巻4３（２）、巻4９（９）、巻51,巻5２（４）、巻5３（２）、巻5４（３）、

巻5７（２）、巻5９（２）、巻6２（２）、巻6６（２）、巻6７（３）、巻6９（４）巻７０

（４）、巻７１（２）、巻74地部。巻167,巻168（４）、巻172,巻176（２）、巻180

（５）、巻187,巻189,巻192（４）居処部。巻301兵部。巻374,巻388（２）、巻

392,巻437,巻479人事部。巻551,巻559礼儀部。巻572,巻582楽部。巻589,巻

605文部。巻706,巻714服用部。巻742,巻743疾病部。巻757,765器用部。巻767

雑物部。巻771舟部。巻785四夷部。巻803珍宝部。巻821資産部。巻837百穀部。

巻900,巻913獣部。巻917,927,928（２）羽族部。巻930,巻936,巻937,巻942
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鱗介部。巻982,巻983香部。巻987（２）巻988（２）巻989,巻９９

巻996（２）百卉部。

＊［宏之荊州記］

「芸文類聚」居処部。

＊［盛宏之記］

「太平御覧」巻177居処部。

<６〉「重修説郛」第61局「現本漢唐地理書妙（抄本)」「麓山精舎叢書

快書補編」「菱経室叢書」

<７〉「章陦志考証」「桃階志考証」「青山六朝地方志」

<８〉

（２）薬部。

｢玉函山房輯

０３０６０２

〈１〉劉澄之荊州記

く2〉劉澄之：０３０３０１参照

く３〉０３０３０１参照

く４〉なし

く５〉「水経注」巻29潜水注。巻32夏水注。巻37玩水注。巻39耒水注。巻

地所在。

「太平壹宇記」１条（現行本）

「初学記」巻７地部．～了
:..／－．.

「太平御覧」巻66地部｡

〈６〉「現行本漢唐地理書妙（抄本)」「麓山精舎叢書」

〈７〉「章暗志考証」

〈８〉「現行本漢唐地理書妙（抄本)」の目次には本書の記載はないが、

仲産荊州記」に続けて記事が収録されている。
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本文では「郭

０３０６０３

〈１〉庚仲雍荊州記

く２〉塵仲雍

〈３〉東晋or劉宋（｢青山六朝地方志」による）
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〈４〉なし

く５〉「太平簑宇記」巻146（５）山南東道。

「文選・李善注」巻21郭景純遊仙詩（２）。巻29張景陽雑詩。

「芸文類聚」巻６地部（２）。巻64居処部。

「北堂書妙」巻129衣冠部。巻136服飾部。巻157地部。「巻127衣冠部」引「荊州
記」は内容から見てこれに当たる。

～「初学記」巻24居処部。

「太平御覧」巻53地部｡、巻180居処部。巻698服章部。

「渚宮旧事」巻２・原注。

＊［庚穆之荊州記］

「太平震宇記」巻117江南西道（補遺)。

<６〉「現行本漢唐地理書妙（抄本)」「麓山精舎叢書」「玉函山房輯扶書補編」
<７〉「章晴志考証」「青山六朝地方志」

<８〉「現行本漢唐地理書妙（抄本)」の目次には本書の記載はないが、本文では「郭

IIIil’

「．左

仲産荊州記」に続けて記事が収録されている。

」，

０３０６０４‘

〈１〉庚仲雍湘州記

く２〉庫仲雍：０３０６０３参照

く３〉０３０６０３参照

〈４〉「晴志・地理」作［湘州記二巻・庚仲雍撰］

〈５〉「北堂書妙」

「初学記」巻１天部。巻５地部。

「太平御覧」巻９天部。巻52,地部。

「岳陽風土記」１条（虞穆之？）

＊［庚穆之湘州記］

「太平震宇記」巻113,巻114,巻117江南西道（補遺)。
「太平御覧」巻49地部。

<６〉「麓山精舎叢書」「玉函山房輯供書補編」

<７〉「青山六朝地方志」

<８〉「青山六朝地方志」は、本書は０３０６０３「荊州記」 を再編集したものとする。

－２４－



了、

０３０

〈１〉

〈２〉

〈３〉

〈４〉

〈５>

６０５

苑汪荊州記

苑汪：晋書巻７５本伝

東晋

なし

「史記・正義」巻１五帝本紀。

「芸文類聚」巻64居処部（２）。

「北堂書妙」巻106楽部。

「初学記」巻24居処部（２）。

「太平御覧」巻180居処部。巻709服用部。巻910獣部。

「事類賦・注」１条（現行本）

「現行本漢唐地理書妙（抄本)」「麓山精舎叢書」

「章陪志考証」「文補晋志」「青山六朝地方志」

「現行本漢唐地理書妙（抄本)」の目次には本書の記載はないが、本文では「郭

仲産荊州記」に続けて記事が収録されている。

く６〉

<７〉

<８〉

1F

０３０

〈１〉

〈２〉

〈３〉

〈４〉

〈５〉

６０６

郭仲産荊州記．、

郭仲産

劉宋（｢青山六朝地方志」による）

なし

「水経注」巻20丹水注。巻31清水注（４）、無水注（２）。巻32夏水性。巻33,

巻3４（２）江水注。

「太平簑宇記」巻146山南東道。

「渚宮旧事」巻２・原注。

「現行本漢唐地理書妙（抄本)」「麓山精舎叢書」

「青山六朝地方志」

「青山六朝地方志」は、０３０６０６「郭仲産湘州記」は、この「郭仲産荊州記」

を再編集したものとする。
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０３０６０７

〈１〉郭仲産湘州記

く２〉郭仲産：０３０６０６参照

く３〉０３０６０６参照

く４〉「階書経籍志・地理」作［湘州記一巻・郭仲彦撰]～

〈５〉「太平震宇記」巻114（２）、巻116江南西道（補遺)。巻163嶺南道。

「太平御覧」巻845飲食部。

〈６〉「麓山精舎叢書」「玉函山房輯供書補編」

〈７〉「青山六朝地方志」

〈８〉「青山六朝地方志」は、本書を、０３０６０５「郭仲産荊州記」を

のとする。

Ｉ

を再編集したも
ｌＵ

０３０６０８

〈１＞甑烈湘州記

く２〉甑烈

く３〉劉宋：（｢青山六朝地方志」による）

〈４〉なし

く５〉「太平震宇記」巻114（２）、巻115,巻116,巻117江南西道（補遺)。

「太平御覧」巻49地部。巻171州郡部（２）。

〈６〉「麓山精舎叢書」「玉函山房輯侠書補編」

〈７〉「章楕志考証」「青山六朝地方志」

〈８〉
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､0

０６０９

〉荊州記

〉

〉

〉

〉「史記・索隠」巻28封禅書。巻84屈原買生列伝（４）ｄ巻117司馬遷相如列伝。

「史記・正義」巻８高祖本紀。

「後漢書・注」巻86南蛮西南夷伝。

「続漢書志・注」巻2２（25）郡国志。

「芸文類聚」巻９水部。巻40礼部。巻86菓部。巻89木部。

「北堂書妙」巻146酒食部。

「初学記」巻１天部。巻６，巻７（５）、巻８（11）地部。巻24居処部。巻26器

物部。巻28果部（２）。

「太平御覧」巻１天部。巻15天部。巻19時序部。巻53,巻59,巻60,巻63,巻66,

巻69,巻74地部。巻157,巻167（３）、巻169州郡部。巻178,巻189（２）居処部。

巻276兵部。巻409,巻470人事部。巻532礼部。巻697服章部･巻762（２）器物部。

巻785四夷部｡巻813珍宝部｡巻865飲食部｡巻916羽族部｡巻946墨勇部。巻962竹

部。巻966,巻970,巻971果部。巻987（２）、巻990薬部。．

〉

〉

〉０３０６０１，０３０６０２，０３０６０３、０３０６０５，０３０６０６に同

一書名がある。いずれとも定めがたい。

０３

〈1

〈２

〈３

〈４

〈５

Ｉ

<６

<７

<８

０３

<１

〈２

〈３

〈４

〈５

０６１０

〉湘州記

〉

〉

〉「新唐志･地理」作［湘州記四巻］

〉「水経注」巻38榛水注。

「文選・李善注」巻５左太沖呉都賦。

「芸文類聚」巻89木部。

－２７－
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「初学記」巻２（３）天部。巻８（９）州郡部。

「太平御覧」巻10,巻15天部。巻6５（４）、巻66,巻67地部｡

巻171州郡部。巻757,巻762器物部。巻812珍宝部。巻960木部。巻962,巻966
（２）、巻974竹部。巻987（２）、巻991薬部。

＊［湘川記］

～｢芸文類聚」巻32人部。

「太平御覧」巻4９（５）地部。

<６〉

<７〉

<８〉０３０６０４，０３０６０７，０３０６０８に同一書名がある。いずれとも定め
がたい。
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０３０６１１

〈1》荊州図副記…

<2》不詳

〈3〉不詳へ

（４）なし卦

〈５〉「後漢書・注」巻86南蛮西南夷伝。

「水経注」巻28汚水注。

…「北堂書妙｣巻158地部(2)｡

「初学記」巻８州郡部（２）。

＊［荊州図副］

「史記・正義」巻41越王句践世家。巻59五宗世家。

「太平震宇記」巻146（３）、巻147（２）、巻148山南東道。

「芸文類聚」巻６地部。巻63居処部。

「初学記」巻５地部。巻８州郡部。

「太平御覧」巻43,巻49,巻69地部。巻167,巻168州郡部。
巻977菜部。

＊［荊州図制］

「芸文類聚」巻７山部。

<６〉「現行本漢唐地理書妙（抄本)」「麓山精舎叢書」
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IIB

｢章晴志考証」「青山六朝地方志」

｢青山六朝地方志」は、０３０６１２「湘州図副記」は、本書を再編集したもの

とする。

<７〉

<８〉

I･計

６１２

湘州図副記

不詳

不詳

「晴志・地理」作［湘州図副記一巻］

「新唐志・地理」作［湘州図副記一巻］

なし

なし

「章陦志考証」「桃陪志考証」

「青山六朝地方志」は、本書を、０３０６１１「湘州図副記」を再編集したもの

とする。

０３０

〈１〉

〈２〉

〈３〉

〈４〉

仏

く５〉

<６〉

<７〉

<８〉

７

！

６１３

荊州図記

不詳

不詳

なし

「文選・李善注」巻11王仲宣登楼賦。

「太平震宇記」巻146,巻148（２）山南東道。

「芸文類聚」巻39礼部。巻62居処部。

「北堂書妙」巻102芸文部。巻158地部。

「初学記」巻18人部。巻24居処部（３）。巻30鳥部。

「太平御覧」巻5４（２）、巻66地部。巻78皇王部。巻157州郡部。巻183,192（６）、

194居処部。巻269職官部。巻559礼儀部。巻589文部。巻857飲食部。巻917羽族部。

巻981香部。

「麓山精舎叢書」

０３０

〈１〉

〈２〉

〈３〉

〈４〉

〈５〉

１#

<６〉
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く７〉

<８〉

「青山六朝地方志」

「青山六朝地方志」は、本書を再編集したものが０３０６１４の「湘州図記」で
あるとする。

０３０

〈１〉

〈２〉

〈３〉

〈４〉

〈５〉

〈６〉

〈７〉

〈８〉

６１４

湘州図記

不詳

不詳

「旧唐志ｄ地理」作［湘州図記一巻］

なし

なし

「青山六朝地方志」

「青山六朝地方志」は、本書は、０３０６１３「荊州図記」を再編集したものだ

ろうとする。
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０３０

〈１〉

〈２〉

〈３〉

〈４〉

〈５〉

６１５

荊州図

不詳

不詳

なし

「文選・李善注」巻23王仲宣贈士孫文始（２）。巻26謝玄暉暫便下都夜発新林至

京邑贈西府同僚一首。巻37諸葛孔明出師表。巻38任彦昇為苑始興作求立太宰碑表。

「太平御覧」巻15天部。巻52地部。巻489人事部。巻517宗親部。巻785四夷部。
巻963竹部。

なし

なし

「青山六朝地方志」は、本書は、０３０６１１荊州図副記と同一のものだろうと
する。
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０３０６１６

〈１〉蒲世誠荊南地志.

〈２〉jiii世誠：梁書５元帝本紀、南史巻８梁本紀

く３〉梁

く４〉「晴志・地理」作［荊南地志二巻・瀞世誠撰］

「新唐志・地理」作［梁元帝荊南地志二巻］

「梁書５元帝本紀」作［荊南志一巻］

「南史本紀」作［荊南地記一巻］

〈５〉「太平震宇記」巻146山南東道（７）。

「太平御覧」巻49,巻66、巻69地部。

「渚宮１日事・巻２原注」

＊、講世荊南記」

「太平御覧」巻49地部。

〈６〉「麓山精舎叢書」

〈７〉「章晴志考証」「桃晴志考証」「青山六朝地方志」

〈８〉

０３０６１７

〈１〉荊州土地記

く２〉不詳

〈３〉不詳

く４〉なし

く５〉「斉民要術」巻４（２）、巻１０。

「芸文類聚」巻71舟車部。巻87菓部。

「北堂書妙」巻138舟部、巻１４４酒食部。．

「太平御覧」巻770舟部（２）ｄ巻961竹部。巻９７

＊「荊州地理記」

「北堂書妙」巻94礼儀部。

〈６〉「麓山精舎叢書」

〈７〉「青山六朝地方志」

〈８〉

1果部。

１
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蕊

０３０６１８

〈１〉飽至南雍州記

く２〉飽至：「南史・飽専伝附飽行卿伝」

<3〉劉宋以降：（｢青山六朝地方志」による）

〈４〉「晴志・地理」作［南雍州記六巻・鉋至撰］

「新唐志・地理」作［飽堅南雍州記三巻］

〈５〉「通典」巻177州郡門・注。

〈６〉「現行本漢唐地理妙（抄本)」

〈７〉「章晴志考証」「桃階志考証」「青山六朝地方志」

〈８〉

０３０６１９

〈１〉郭仲産南雍州記

く２〉郭仲産：０３０６０５参照～い

く３〉０３０６０５参照

く４〉「１日唐志・地理」作［南雍州記三巻’

〈５〉「史記・正義」巻45韓世家。

「太平臺宇記」巻142山南東道（２）。

「初学記」巻５地部。

「太平御覧」巻43地部。

〈６〉なし

〈７〉「章晴志考証」「青山六朝地方志」

〈８〉
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[南雍州記三巻・郭仲産撰］
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巻43地部。巻168州郡部。巻177,巻178居処部。

「初学記」巻
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０３０７０１

〈１〉雍州記

く２〉不詳

〈３〉不詳

く４〉なし

く５〉「初学記」巻８州郡部。

「太平御覧」巻185居処部。

〈６〉なし

く７〉なし

〈８〉

●

０３０７０２

〈１〉雍州図経

〈２〉不詳

く３〉不詳

く４〉なし

く５〉「文選・李善注」

城。巻59沈休文男

〈６〉なし

く７〉「章晴志考証」

〈８〉
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選・李善注」巻10播安仁西征賦

巻59沈休文斉故安陸昭王碑文。

（４）。 巻２ 2徐敬業古意酬到長史概登玻邪

０３０７０３

〈１〉郭仲産秦州記

〈２〉郭仲産：０３０６０５参照

く３〉０３０６０５参照

く４〉なし

く５〉「後漢書・注」巻13隈翼伝。
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||Ｉ
「続漢書志・注」巻23郡国志。

「太平震宇記」山南西道。

「太平御覧」巻167州郡部。

＊［秦州記］

「続漢書志・注」巻23郡国志（２）。

「水経注」巻２（２）河水注。

「文選・李善注」巻29四愁詩。

「芸文類聚」巻９水部。巻63居処部。巻87菓部。巻95獣部。

「北堂書妙」巻157地部（２）。

「初学記」巻５，７，８地部。巻15楽部。

＊［秦川記］

「水経注」巻２河水注。

「芸文類聚」巻34人部。

「太平御覧」巻56地部。

<６〉なし

く７〉「章階志考証」「青山六朝地方志」

<８〉

iｆ

催
》
…

b･功

暁

.Ｉ

●

０３０７０４

〈１〉段亀龍涼州記

く２〉段亀龍

く３〉不詳

く４〉「階志・覇史」作［涼記十巻・記呂光事。偽涼著作佐郎段亀龍撰］

「新唐志・偽史」作［段亀龍涼記十巻］

〈５〉「芸文類聚」巻44楽部（２）。巻86菓部。巻92鳥部。巻99祥瑞部。

「初学記」巻20政理部。

「太平御覧」巻15天部。巻369,372,381人事部。巻682儀式部。

巻969果部。

＊［段亀龍西涼記］

「初学記」巻18人部。

〈６〉「重修説郛」第61局「二酉堂叢書」

1１

偽

庇
坤
「
。
．
碗
、
宜
い
ば

巻701服用部。
１１

}＃

－３５－
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鍵
溌

ｉ
ｆ
灘

〈７〉

<８〉

｢章陦志考証」「桃陪志考証」

０３０

〈１〉

〈２〉

〈３〉

〈４〉

７０５

張資涼州記

不詳

不詳

「階志・覇史」作［涼記八巻・記張軌事偽燕右僕射張諮撰］

「旧唐志・雑偽国史」作［涼記十巻張諮撰］

「新唐志・偽史」作［張諮涼記十巻］

「世説新語・注」言語第二（２）。

なし

「章陦志考証」「桃晴志考証」「青山六朝地方志」

く５〉

<６〉

<７〉

<８〉

０３０

〈１〉

〈２〉

〈３〉

〈４〉

〈５〉

７０６

涼州記

辮
蕊
鱸
蕊
蕊
蕊
繍
驚
》
蕊
騨

Ｉ
！
…
１
１
１
１
‐
…
ｌ
ｉ
Ｊ

「芸文類聚」巻83,巻84宝玉部。巻98祥瑞部。

「北堂書紗」巻158地部。

「初学記｣巻22武部。

「太平御覧」巻50地部。巻377,385,492人事部。巻581楽部。巻700服用部。巻

752,754工芸部。巻761器物部。巻805,808珍宝部。巻865飲食部。巻896獣部。

巻922羽族部（２）。､

鴬

１
：
…
畑
‐
，
剣

｛鎌（（蕊》》》》蕊騨
弘
・
叩
・
・
磑
・
・
升
山
・
守
Ⅲ
‐

劃
鴛
劉
熟

－
：
１
ｋ
・
・
鞄
・
蛆
・
・
咄
。

<６〉

<７〉

<８〉

l,鷹

０３０７０４と０３０７０５に同一書名があり、いずれとも定めがたい。 ；熱
:．.･･･苫

Ｉ･騨了
ｒ･鍜・.｡..｣:５

１議
縢

:瀧j
11i詞－３６－

麺



lLH
PH

11
1i

Ⅱ鼎

０３０７０７

〈１〉段国沙州記

く２〉段国

く３〉劉宋：（｢二酉堂叢書」による）

〈４〉なし

く５〉「水経注」巻２河水注（２）。

「太平震宇記」朧右道。

「芸文類聚」巻６地部。

「初学記」巻７地部。

「太平御覧」巻50,巻74地部。巻368人事部。

＊「沙州記」

「後漢書・注」巻24馬防伝。

「水経注」巻２河水注（３）。

「芸文類聚」巻92鳥部。

「北堂書妙」巻157地部。

「初学記」巻８州郡部。

「太平御覧」巻12天部。巻797四夷部。巻977菜部。

<６〉「重修説郛」第61局「二酉堂叢書」

<７〉「章晴志考証」．．

<８〉張樹は、作者の段国を宋新亭侯とし、「段国所纂沙

するも、基づくところ不詳。

,､

11

lＩ

｡I

蕊
…
乳
…

ｔ
‐

州記即唐志之吐谷揮記也」と

皿
卿
輔
軋
蕊
凹
靭
劫
鐡

１卍

群
．
暁

４

－３７－
＋
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鴬

DiUiif
[０８］広東西

０３０８０１

〈１〉斐淵広州記（輩氏広州記）

〈２〉斐淵

く３〉晋（｢文補晋志」による）

〈４〉なし

く５〉「左伝宣公十二年・正義」

「史記・索隠」巻89張耳伝。

「史記・正義」巻113南越尉他伝。

「漢書・注」巻28地理志。巻32張耳伝。

「水経注」巻37浪水注（３）。

「斉民要術」巻10。

「文選・李善注」巻２４陸士衡贈顧交趾詩。

「芸文類聚」巻６地部。巻８山部。巻９水部（２）。巻82草部。巻84宝玉部。巻
８５布帛部。巻87果部。巻89木部。

「北堂書妙」巻158地部。

「初学記」巻23道鐸部。

「太平御覧」巻4１（２）、巻49,巻52,巻53,巻67,巻68,巻74地部･巻177,巻

185居処部。巻345兵部。巻374,巻472,巻489人事部。巻704,巻718服用部。巻

７５７，巻758器物部。巻785,巻786四夷部。巻803,巻808珍宝部。巻819,巻820布
帛部。巻892,巻900獣部。巻930,巻932,巻934,巻943鱗介部。巻951塁勇部。
巻960（３）木部６巻963（２）竹部。巻966,巻967,巻972（３）、巻973,巻974
果部。巻978菜部。巻985（２）薬部。巻995百卉部。

<６〉「現行本漢唐地理書妙（抄本)」

<７〉「章楕志考証」「文補晋志」「青山六朝地方誌」
<８〉

蕊
轤
騨
蕊
辮
辮
辮
辮
識
識
蕊
蕊
灘
辮
蝋
蕊
蕊
騨
蕊
鶴
蕊
議
繍
蕊
籔
蕊
灘
蕊
鱒
鐇
蕊
鋼
灘
鵜
驚
蕊
蕊
蕊
剥
蕊
蝋
騨

０３０８０２

〈１〉顧微広州記

く２〉顧微

－３８－



P.､弔

lｉｌｉ <３〉劉宋：（｢青山六朝地方志」による）

<４〉なし

く５〉「斉民要術」

「芸文類聚」巻８山部（４）。巻９水部。巻82草部。巻89木部

「初学記」巻２天部６巻21文部。
’８；．

「太平御覧」巻11天部。巻53,巻66,巻74地部６巻605文部。

巻820布帛部。825資産部。巻888妖異部。巻900獣部。巻959、

竹部（２）。巻972,巻974（３）、巻975果部。巻995百卉部。

＊［顧徽広州記］（｢文補晋志｣）

「初学記」巻２天部。

「芸文類聚」巻87果部（３）。

<６》｢重修説郛」第61局「玉函山房輯扶書補編」

<７〉「章階志考証」｢青山六朝地方志」

<８〉「章晴志考証」が逸文として唯一あげている「太平御覧」巻６

よれば「揚州記」である。

Ⅱ.I

◎

巻960木部。巻963

!＃

内

蝋Ｉ

6地部条は、原文に

灘

０３０８０３

〈１〉劉澄之広州記ｐ

〈２〉劉澄之：０３０３０１参照
CO.､凸Ｂｒ己.●0■■

＜３〉０３０３０１参照

〈４〉なし

く５〉なし

く６〉なし

〈７〉「章階志考証」

〈８〉「章陪志考証」が逸文として唯一あげている「太平御覧」巻ｃ

よれば「揚州記」である。

I！

I：

！
：

6地部条は、原文に

０３０８０４

〈１〉広州記

〈２〉

６

－３９－

－－－゜－－－－－－－－－－￣一一



…蝋繍iiiiiii徽iill蝋－－－－－－－－．－－－-－－－－尹￣七一一一-一－－－~------一－－．－－－－－－凸.－－－－－･山一－－－￣－－－－－．－－－ヵ－－－－－－－－－≠－■～坐一一＝－－ｈ

鴬

ｺﾞﾕ:.【

鑿
く３〉

<４〉

<５〉

＄

「史記・正義」巻６秦始皇本紀。巻113南越尉他伝（２）。巻117司馬相如伝

「芸文類聚」巻17,巻29人部。巻62居処部。巻81薬香草部。巻87菓部。巻89木部。
「初学記」巻27宝器部。巻28果部。巻30鳥部、鱗介部．

「太平御覧」巻172州郡部。巻490人事部。巻538礼儀部。巻812,巻813珍宝部。

巻869飲食部。巻928（２）羽族部。巻959,巻960木部。巻971（３）、巻973果部。
巻980菜部。巻988,巻989（３）、巻992薬部。巻996百卉部。

。

く６〉

<７〉

<８〉 ０３０８０１，０３０８０２，０３０８０３に同一書名あり。いずれとも定めが
たい◎

●
Ｐ

０３０８０５

〈１〉王範交広二州記

く２〉王範

く３〉不詳

く４〉「新唐志・地理類」作［王範交広二州記一巻］

〈５〉「初学記」巻８州郡部。

＊［王範交広春秋］

「続漢書志・注」巻23郡国志。

＊［王氏交広春秋］

「水経注」巻36温水注。巻37浪水注（３）。

<６〉なし

く７〉「章陪志考証」｢文補晋志」

<８〉

０３０８０６

〈１〉王隠交広記

く２〉王隠

！!;１
１鱒

liil
－４０－

苧
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－
叫
仰
則
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‐
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ｉ
ｆ
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ｆ
－
ｌ
那
昨
卒
－
，
叺
．
Ⅷ
慨
ｆ
Ⅲ
川
瑚
Ⅲ
帆
ｉ
仰
Ⅱ
刈
叩
印
Ｉ
Ⅲ
Ｒ
ｒ
Ⅱ
－
ｍ
Ｔ
Ｊ
ｒ
川
㎡
叩
Ⅲ
－
砂
‐
ｈ
Ⅲ
乢
凪
ｌ
ｒ
ｈ
１

●⑪

｡－－－－－－.￣￣－－－－－－＝－－－－－ヨーーーョーー－－－.`,

<３〉

<４〉

<５〉

<６〉

<７〉

<８〉

東晋

なし

「三国志・注」巻15呂岱伝。

なし

「文補晋志」「青山六朝地方志」

「文補晋志」は、０３０８０５の「王範

剛
卜
、
刎
価
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
朴
舳
刑
Ⅲ
叫
櫛
仙
川
鴻
叩
仰
ｊ
咄
咄
門
冊
Ⅲ
Ⅱ
凸
鯉
，
Ｊ
、
辞
Ⅱ
１
扮
刈
肌
咄
Ⅷ
、
Ⅱ
咽
Ⅲ
仰
府
橘
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅵ

広二州記」の誤りではないかとする。

０３０８０７

〈１〉苗恭交広記

く２〉苗恭

く３〉晋

く４〉なし

く５〉「芸文類聚」巻６州部。

＊［黄恭交広記］

「太平御覧」巻157州郡部。巻255職官部。

＊［黄義仲交広二州記］

「北堂書妙」巻73,巻79設官部。

「太平御覧｣巻265職官部。

＊［黄義仲交広記］

「太平御覧」巻391人事部。

＊［黄義恭交州記］

「北堂書紗」巻79設官部。

<６〉なし

〈７〉「文補晋志」「青山六朝地方志」

<８〉

Ｉ
Ｄ

●

！
０３０８０８

〈１〉劉欣期交州記

く２〉劉欣期

く３〉晋：（｢嶺南遺書」による）

－４１－

llnimiii， 鱗
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<４

<５

〉なし

〉「広韻注」：１条

「水経注」巻37葉楡河注。

「文選・李善注」巻５左太沖呉都賦（２）。巻34曹子建七啓。巻35張景明七命。

「芸文類聚」巻１天部。巻８山部（２）。巻81薬香草部。巻84宝玉部。巻89木部。

巻95獣部（２）。

「北堂書妙」巻146酒食部。

「初学記」巻７地部。巻16楽部。巻30鱗介部。

「太平御覧」巻66,巻74地部。巻359兵部。巻369,巻370,巻371,巻499人事部。

巻572楽部。巻644刑法部。巻698服章部。巻769舟部。巻807,巻811珍宝部。巻829

資産部。巻854,巻861飲食部。巻890,巻900,巻911獣部。巻918,巻924,巻928

羽族部。巻940,巻943鱗介部。巻946,巻947塁勇部。巻957,巻960、巻961木部。

巻971,巻972果部。巻982香部。巻995百卉部。＿

［劉歓期交州記］．．

「左伝・宣公二年・正義」

「北堂書妙」巻106楽部。

〉「重修説郛」第61局「嶺南遺書」

〉「章晴志考証」「文補晋志」「青山六朝地方志」

〉

孕弔

鑿

＊

<６

<７

<８

３
１
２
３
４
５
６
７
８

０
く
く
く
く
く
く
く
く

０８０９

〉挑文感交州記

〉挑文感

〉不詳

〉なし

〉「太平震宇記」巻157嶺南道。

〉なし

〉「章晴志考証」

〉「嶺南遺書」に１条付載

－４２－



一一一一一一一一一一一‐－－▲っ－－△△＿一一一
l鴬

ｉｉｉ
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.．咄域

iDil

１
．
咄

旧
Ｉ

０３０８１０

〈１〉劉澄之交州記

く２〉劉澄之：０３０３０１参照

く３〉０３０３０１参照

く４〉なし

く５〉「初学記」巻６地部。

「北堂書妙」巻158地部。

<６〉なし

く７〉なし

〈８〉「嶺南遺書」に１条付載

朧
蘓
懲
欝

浪
蛆
⑬
拾
・
．
篭
如
叫
八
蛆
・
印
Ⅸ

薊
蝋
懲
轍
臘

群
．
鵬
曜
醗
鍼
鍵
醒
溺
慰
轍
獺
騨
嘘
嘘
騨
趨
靹
郵
睡
訓
罰

戒

０３０８１１

〈１〉鄙中缶交州記

く２〉鄙中缶

〈３〉不詳

く４〉なし

〈５〉なし

く６〉なし

く７〉「文補晋志」「青山六朝地方志」

<８〉「文補晋志」及び「青山六朝地方志」

！

が数えるのに従い収録したが、逸文もない。

．
、
、
記
．
．
咄
。
．
。
．
、
、

〆
Ｊ
・
Ｏ
Ｆ
Ｔ

ri
0ii

０３０８１２

〈１〉交州記

く２〉

〈３〉

<４〉

<５〉「続漢書志・注」巻23郡国志（８）。
「水経注」巻36温水注。

「北堂書妙」巻146酒食部。

「初学記」巻８州郡部。

､.【

蝋

蝋
恥
鰯
鰯

iｉｌ１
－４

臘
蕊
蹴
繍
醗
嚥
腱
跨
蕊
蕊
鰯

心....･･･、
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１
１

｢太平御覧」巻９天部。巻49,巻52,巻65地部０巻172州郡部。巻710,巻718服

用部。巻743疾病部。巻871答徴部。巻906獣部。巻924

960木部。巻972,巻973,巻974,巻975果部。

羽族部。巻938鱗介部。巻

<６〉

<７〉

<８〉０３０８０８，０３０８０９，０３０８１０，０３０

れとも定めがたい。

８１１に同一書名ありいず

０３０８１３

〈１〉念益期交州賎

く２〉愈益期

く３〉不詳

く４〉なし

く５〉

＊［箭益期桟］

「芸文類聚」巻87果部。

「北堂書妙」巻119武功部。

「太平御覧」巻187居処部。巻839百穀部。巻972果部。

＊［愈益期與韓豫章桟］

；「太平御覧」巻771舟部。巻928羽族部。

＊［嚴益期與韓康伯賎］

「水経注」巻36温水注（２）。

「太平御覧」巻971果部。

〈６〉なし

く７〉「文補晋志」「青山六朝地方志」

〈８〉「文補晋志」及び「青山六朝地方志」が数えるのに従

「地理書」とするのは不適当かもしれない。

●

巻981,巻982（５）香部。

！
て収録したが、あるいは

Ｗ
』
杭
岫

－４４－

；



－－－－－

[０９］四川雲貴

０３０９０１

〈１〉劉澄之梁州記

く２〉劉澄之：０３０３０１参照

く３〉０３０３０１参照

く４〉なし

く５〉「初学記」巻７地部。

＊［梁州記］

「後漢書・注」巻13公孫述伝。巻63李固伝。

「芸文類聚」巻９水部。巻40礼部。巻64居処部。巻95獣部

「北堂書妙」巻157（３）、巻158地部。

「初学記」巻７地部。巻８州郡部（５）。巻30鳥部。

「太平御覧」巻44巻､５２巻、５６巻、６２地部。巻185居処部。
巻822資産部。巻922獣部。巻917羽族部。

<６〉「重修説郛」第61局

く７〉「章晴志考証」

<８〉

。

●

０３０９０２

〈１〉李腐益州記

く２〉李腐：南史・巻55郵元起伝附李暦伝
く３〉梁

く４〉「晴志・地理」作［益州記三巻・李氏撰］

「新唐志・地理」作［李充益州記三巻］

<５〉「後漢書・注」巻13公孫述伝。巻86南蛮西南夷伝。
「元和郡県志」剣南道｡

「太平震宇記」剣南西道。

「文選」巻４左太沖蜀都賦。

「太平御覧」巻44,巻52地部。巻168州郡部。巻781四夷部。
<６〉なし

…
１
‐ －４５－
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Ｉ
Ｂ
１

ｒ
Ｉ
Ｉ
ｆ

7〉「章晴志考証」「桃晴志考証」「青山六朝地方志」

8〉

く
く

Ⅲ
騨
腋
鯰
弗
側
糾
撒
聯
慨
辨
砿
那
酔
い

０
く
く
く
く
く

３０９０３

１〉任豫益州記

2〉任豫：「芸文類聚」巻39礼部に「宋任豫籍田賦」あり

3〉劉宋

4〉なし

5〉「史記・正義」巻29河渠書。

「続漢書志・注」巻23郡国志。

「文選・李善注」巻４蜀都賦。

「芸文類聚」巻38礼部。巻64居処部。

「北堂書妙」巻146酒食部（４）。巻157（２）、巻158地部８

「初学記」巻６地部（２）。巻24居処部。

「太平御覧」巻53,巻57地部。巻195居処部。巻386人事部。巻534儀礼部。巻812

珍宝部。巻937鱗介部。

6〉「重修説郛」第61局

7〉「章階志考証」「青山六朝地方志」

8〉「杜預益州記」とするものもあるが、「青山六朝地方志」等により本書の誤りで

あるとした。

<'１

・
・
ユ
・
・

如
八
悪
川
咄
艸
咄
・
が
則
租

I．

#ｉ１
Ｍｒｌ

ｉｌ；
&.y

ilオ

ド」し

‐
１
口
‐ ．
Ⅱ
Ｌ

ザ
ゲ
ロ
Ｔ
鯉
・
餌
卍
眼
設
Ｉ

ｉｒ
ｒＦ
Ｊ■

ﾛﾛﾘ

｢・
ロﾛ■

(}i－，
噂.，

＄

iliiく
く
く

Ｉ

●河口、排乢叶密泙疵吠・川吸い．粍叩酢沖昨

０
く
く
く
く
く
く
く
く

３０９０４

１〉王褒益州記

2〉王褒

３〉北周

4〉なし

５〉「初学記」巻２４居処部。

6〉なし

7〉「青山六朝地方志」

8〉

－４６－



卍擬騨飽

０３０９０５

〈１〉誌周益州志

く２〉誰周：三国志巻42本伝

く３〉三国蜀

〈４〉なし

〈５〉「文選・李善注」巻４左太沖蜀都賦。

〈６〉なし

く７〉「章晴志考証」「文補晋志」「青山六朝地方志」

<８〉

j鞠1M!;:Ｐ

i鑿

illlllIii
織職鏑

蕊

０３０９０６

〈１〉益州記

く２〉

〈３〉

〈４〉

〈５〉「続漢書志・注」巻23郡国志。

「水経注」巻3３（３）江水注。巻36青衣水注、若水注

「芸文類聚」巻62,.巻63居処部。

「初学記」巻６地部。巻８州郡部（15)。巻27宝器部。

「太平御覧」巻34時序部。巻40,巻4４（５）、巻52、

（４）、巻167州郡部。巻176（２）、巻178,巻190,巻

巻865飲食部。

〈６〉

<７〉

<８〉０３０９０２，０３０９０３，０３０９０４，０３０

いずれとも定めがたい。

|：

蕊
軸
謝
・
離
騨
瀞

。
■
０
■
，
暁
」

0:に

鱗

； ◎

巻69地部。巻157,巻166

192居処部。巻763器物部。

〔
９０５に同一書名があるが、

－４７－

蝋
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Ⅲ

ｒ

[１０］江西

０３１００１

〈１〉劉澄之江州記

く２〉劉澄之：０３０３０１参照

く３〉０３０３０１参照

く４〉なし

く５〉

「初学記」巻５地部。

「太平御覧」巻52地部。

なし

なし

く６〉

<７〉

<８〉

I｝

llij

●

０

菫
Ⅱ
〆
Ｉ

０３１００２

〈１〉江州図経

く２〉不詳

く３〉不詳

〈4〉なし

く５〉なし

く６〉なし

〈７〉なし

く８〉「初本目録」

;！
#〉

ｌｉ
;）

には収録するものの、他の資料に未見。
Ⅱ

－４８－



,雛

[書名索引］

凡例：書名のあとの数字

配列は、筆角順と

｛よ、整理番号である。

し､「新字源」の配列に従った。：
串 く４〉

･中州記 ０３０３０２

記
記
記
記
記
記

ｊ
州
州
州
州
州
州

⑮
位
城
城
価
値
城

０３０８０４

０３０８０１参照

０３０８０１

０３０８０３

０３０８０２

０３０８０２参照

義氏

輩淵

劉澄之

顧微

顧徽

く６〉

･井州記

･井州図経

０３０１０８

０３０１０７
●

綴

・交広二州記

・交広二州記

・交広春秋

・交広春秋

・交広記

・交広記

・交広記

･交広記

･交州記

･交州記

･交州記

･交州記

仲

醐
議
舐
蹴
珊
鰍
熱
繍

０３０８０５

０３０８０７参照

０３０８０５参照

０３０８０５参照

0３０８０６

０３０８０７

０３０８０７参照

０３０８０７参照

０３０８１２

０３０８０９

０３０８１１

０３０８０８

１
１

。
．
、
ト
ー
』
。
Ⅱ
Ⅱ
．

低
瓜
圷
卜
・
・
打
川
塊
ｆ
聰
い
ｈ
叩
－
脚
Ⅲ
ｆ
－
ｆ
ｊ
‐
－
‐
グ
ー
釦
弧
‐
刑
ｌ
品
‐
．

桃文感

郵中缶

劉欣期

,【
－４９－

Ｉ
ｌｌ

ｉｌ
iii鱗ｍＦＷ－~－－－－－－
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7参照

０

３

劉歌期

劉澄之

愈益期

記
記
賎

州
州
州

交
交
交

●
●
●

０３０８０

０３０８１

０３０８１

･江州図経

･江州記

０３１００２

０３１００１劉澄之

･西涼記 段亀龍 ０３０７０４参照

く７〉

･沙州記

･沙州記

０３０７０７参照

０３０７０７段国

く９〉

･寛州記 萄緯 ０３０４０６

･念益期桟 １３参照

１３参照

１３参照

０３０８

０３０８

０３０８

･念益期與韓康伯賎

･愈益期與韓豫章賎
記
記
記
記
記
記
記
記
記

州
州
州
州
州
州
州
州
州

党
党
党
党
徐
徐
雍
雍
雍

南
南
南
南
南
南
南
南
南

●
●
．
●
●
●
●
●
、
●
●

０３０４０８

０３０４０７参照

0３０４０７

０３０４０７参照

０３０４０５参照

０３０４０５

０３０６２０

０３０６１９

０３０６１８

之
之
之

昇
罪
鉄

院
院
院

山謙之

郭仲産

鉋至

く10〉

･荊州土地記 ０３０６１７

－５０－



・荊州地理記

･荊州図

･荊州図制

･荊州図記

･荊州図副

･荊州図副記

･荊州記

･荊州記宏之

･荊州記萢汪

･荊州記康仲雍

･荊州記虞穆之

･荊州記盛宏之

･荊州記盛弘之

･荊州記郭仲産

･荊州記劉澄之

・荊南地志ｊ籟世誠

･荊南地記

･荊南志

･荊南記請世

０３０６１７参照

０３０６１５

０３０６１１参照

０３０６１３

０３０６１１参照

０３０６１１

０３０６０９

０３０６０１参照

０３０６０５

０３０６０３

０３０６０３参照

０３０６０１

０３０６０１参照

０３０６０６

．０３０６０２

０３０６１６

０３０６１６参照

０３０６１６参照

０３０６１６参照蔚世．

国
芳
成
曄
芳

劉
劉
楊
劉

鵬
聴

録
人
地
記
記
記

地
州
州
州
州
州

徐
徐
徐
徐
徐
徐

０３０４０２

０３０４０２参照

０３０４０４

０３０４０３

０３０４０１

０３０４０２参照

･益州志

･益州記

･益州記

･益州記

･益州記

議周 ０３０９０５

０３０９０６

０３０９０４

０３０９０３

０３０９０２参照

王褒

任豫

李氏

－５１－
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ｈ
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･益州記

･益州記

李充

李腐

０３０９０２参照

０３０９０２

･秦川記

･秦州記

･秦州記

０３０７０３参照

０３０７０３参照

0３０７０３郭仲産

〈11〉

･梁州記

･梁州記

０３０９０１参照

０３０９０１劉澄之

･涼州記

･涼州記

･涼州記

･涼記

･涼記

０３０７０６

０３０７０４

０３０７０５

０３０７０４参照

０３０７０５参照

段亀龍

張資

段亀龍

張諮

記
記

●
●

院昇之

盛宏之

０３０４０７参照

０３０６０１参照

く12〉

･揚州記

･揚州記

０３０４１０

０３０４０９劉澄之

・湘川記

･湘州記

･湘州記

･湘州記

･湘州記

･湘州記

･湘州図記

･湘州図副記

０３０６１０参照

０３０６１０

０３０６０４

０３０６０４参照

０３０６０７

０３０６０８

０３０６１４

０３０６１２

庚仲雍

庚穆之

郭仲産

甑烈

－５２－



〆
・
汀
０
０

<13〉

･雍州図経

･雍州記

０３０７０２

０３０７０１

く16〉

･豫州記 劉澄之 ０３０３０１

1参照･翼州図

･翼州図経

･翼州風土記

０３０３０１

０３０３０１

０３０１０２

０３０１０５

０３０１０４

０３０１０３

０３０１０６

植
緯
潭
秀
銃

盧
筍
喬
斐
盧

･翼州記

･翼州記

･翼州記

･翼州論

●

－５３－
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あとがき

当初の計画では、校訂を施した輯本を作成する予定であり準備を進めていたのだ

時間と労力の不足のため、文献目録を作成することで時間切れとなってしまった。

の課題としたい。また、文献目録としても「起漢至唐諸州地理書記」だけでは不十

あり、せめて「起漢至唐諸郡国地理書記」とあわせたものを作成するべく、ある程

備はしてはいたのだが、こちらも力及ばなかった。どちらも今後の宿題としたい。

らも、検索の便を考えて、データベースの形で作成することになるだろう。

なお本稿は、浅学の筆者による不十分な文献目録であり、項目の立て方などIこも

の余地は多くあろう。もとより遺漏や誤謬も多いものと思われる。大方の叱正を請

、
後
で
準
ち

が
今
分
度
ど

改善

い願

う次第である。
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補訂

<５＞に新たに追加するもの

南覚州記

「太平痩宇記」巻123,130准南道。
O30408

P19

030601盛宏之荊州記
P22F23「太平簑宇記」巻163嶺南道。

「北堂書鉾」巻79設官部。巻102芸文部。
「太平御覧」巻836百穀部。巻993薬部。

030609荊州記
P2７「太平賓宇記」巻116,117（２）江南道。巻142（３）、１４６（13）、１４８（４）山南

東道。

「斉民要術｣巻'9.

030610湘州記
P2７「大平登宇記」巻114,115（２）、１１６（２）、１１７(2)･江南道。

「斉民要術」巻10.

030620南雍州記
P33「大平登宇記」巻142山南東道。

030703郭仲産秦州記
Ｐ３５「太平御覧」巻４４，５４，５５，５９，６６，６８地部。巻165州郡部。巻192（２）居処部｡

巻488人事部。巻572楽部。巻696服章部。巻811珍宝部。巻911獣部。巻972果部。
巻991薬部。

030801袈淵広州記
Ｐ３８「太平葺宇記」巻157嶺南道。

O30804広州記

Ｐ４０「斉民要術」巻1０（11）。

030808劉欣期交州記
Ｐ４２「斉民要術」巻1０（４）。

030812交州記

Ｐ４４「斉民要術」巻1０（５）。

030813愈益期交州麓
Ｐ４４［愈益期賎］部分

「斉民要術」巻ｌ０ｏ

Ｐ４４［愈益期與韓康伯賎］
．「斉民要術」巻10。

同
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<７＞に新たに追加するもの

030609荊州記

P2７「玉函山房輯供書補編」

030610湘州記

P2８「玉函山房輯快書補編」

<５＞の内容を－部改めるもの

030407院葬之南党州記

P1９×「太平簑宇記」潅南道（２）

×「太平葺宇記」河南道。潅南道。

→○「太平葺宇記」

→○「太平賓宇記」

１
１
１

巻
巻
巻

030703郭仲産秦州記

Ｐ３５ｘ「大平賢宇記」山南西道。 →○「太平震宇記」巻１

030707段国沙州記

P37×「太平褒宇記」髄右道。 →○「太平簑宇記」巻１

030802顧微広州記

P3９×「斉民要術」 →○「斉民要術」巻1０

030804広州記

P40×「太平御覧」巻869飲食部。

030806王隠交広記

P41×「三国志・注」巻15呂岱伝。

→○「太平御覧」巻867

→○「三国志・注」巻６】呂ｆ

030902李腐益州記

P4５×「太平葺宇記」剣南西道。

×「太平御覧」巻781四夷部｡．
→○「太平簑宇記」巻７
→○「太平御覧」巻791

削除するもの

030606郭仲産荊州記

P25〈５＞から削除 ｢太平簑宇記」巻146山南東道。

030802顧微広州記

P3９〈８＞から削除 ｢章晴志考証」が逸文……「揚州記」
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